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■交通アクセス

すさきすきキャラ
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●高速バス

京都・大阪・神戸～須崎

バス会社：JR四国バス、高知西南交通・近鉄バス

●車（高速道路利用）

高知IC～須崎東IC：約30分

●飛行機

大阪～高知：約45分　東京～高知：約1時間20分

高知龍馬空港から須崎市まで車で約1時間

●JR（特急列車利用）

高知駅～須崎駅：約40分　岡山駅～須崎駅：約3時間20分
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蟠蛇森
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DHSシステムを用いた 

水量変動追従型水処理技術

本技術の詳細

～BODと固形物の仕上処理～～曝気不要の省エネルギー型水処理方式～

①ろ材表面に付着した高濃度微生物で

　生物処理（生物処理層）

②ろ材によるろ過（ろ過層）

③生物処理とろ過を同時に実施

④逆洗無しで担体洗浄（洗浄層）

確実なBOD除去

確実な固形物除去

省スペース

連続処理が可能

移動床式の生物膜ろ過槽スポンジ状担体を充填したDHSろ床

担体

汚泥

（Tandukar et al,2006）

①スポンジ内に高濃度汚泥を保持

②DHSろ床をユニット化

③曝気不要

④担体がスポンジ状で保水性がある

⑤維持管理項目が少ない

汚泥発生量の削減

処理能力規模変更が容易

省エネルギー

処理性能安定化・
流量低下時水質向上

維持管理が容易

実証技術の概要

既存土木躯体を活用
・ DHSろ床と生物膜ろ過槽は標準活性汚泥法の既存反応タンク内に設置が可能

特 徴

4

ダウンサイジングによりライフサイクルコストを削減
・ 流入水量減少に応じて、電力使用量の削減が可能　　・ 汚泥発生量の削減により、汚泥処理・処分費の低減が可能
・ 更新ユニット数を調整することで、本技術導入後も流入水量減少に応じた処理規模への縮小が可能

特 徴

1
省エネルギーで安定した水質を確保
・ ＤＨＳろ床と生物膜ろ過槽の組合せにより標準活性汚泥法より省エネルギーで、 標準活性汚泥法同等の処理水質を確保

特 徴

2
維持管理が容易
・ 管理項目が少ない。　　・ 機器点数が少ない。

特 徴

3

人口減少社会を迎え、処理場へ流入する水量の減少に応じ、効率的にダウンサイジングが可能な

水処理技術※1が求められています。

本技術は、「スポンジ状担体を充填したDHS※2ろ床」と「移動床式の生物膜ろ過槽」を組み合わせた

標準活性汚泥法代替の水処理技術です。

最初沈殿池を経た下水を、「DHSろ床」で生物処理した後、「生物膜ろ過槽」で仕上処理することで、

下水中の有機物を効率的に除去します。

※1　ダウンサイジング可能な水処理技術：以下の性能を具備する水処理技術
①流入水量減少に合わせた処理規模の縮減　②流入水量減少に追従したライフサイクルコストの削減

※2　DHS：Down-flow Hanging Sponge  (下降流スポンジ状担体)

汚水

処理水

空気

空気

気液接触により空気中から効率的に酸素供給 スポンジ内に高濃度汚泥を保持

①空気とDHS担体の界面における酸素供給

②DHS担体間を流下する水滴面における
酸素供給

DHS担体における汚泥内包状況担体における酸素供給状況

■実証事業名

■実証フィールド

■実　施　者

：DHSシステムを用いた水量変動追従型水処理技術実証事業

：須崎市終末処理場（高知県須崎市）　　　　　　　　　　　■実証規模：処理能力500m3／日（日最大）
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分散装置初沈越流水
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